
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

斜面崩壊防止対策工 

国土交通省 新技術活用登録 No.KK-040047-VE 

少実績優良技術認定（2010.3） 

® 
 

「地山に先行して抵抗力を与え、初期崩壊を未然に 

防止することによって災害発生を防ぎ自然景観を保全する工法」 
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初 期 崩 壊 防 止 斜 面 補 強 対 策 工 法 

 プレストネット工法 

 本工法は、一定の先行引張力(受圧板に 10～30kN)

をロックボルトに与え、ロックボルト頭部に設置した

受圧板を連結することにより、あらかじめ緊張を与

える工法です。 

 土中の拘束力を高め、崩壊に対する先行抵抗力を

初期状態から保持させることが可能です。 

 崩壊を未然に防止でき、また、立木を残しても自由

に配置を計画でき、緑化工事によって完全な自然

回復が可能な工法です。 

 

 

 従来工法 

 従来工法のロックボルト付コンクリート法枠は、地山

崩壊の挙動が生じた後ロックボルトに引張力が行

じ、法枠によって抵抗するという「崩壊を待ち受ける

工法」です。 

 斜面上での作業量が多く、コンクリートの硬化時間

が必要で逆巻き工法を行うには行程が長くなりま

す。 

 枠断面が 300 ㎜ X300 ㎜以上になると緑化しても枠

が隠れず、山腹にコンクリート特有の人工的な構造

イメージが強く残り、近年環境重視の立場からは景

観を損なうと言われています。 

 特徴 

 従来のコンクリート吹付法枠に替わる工法です。 

 部材は 100％工場製作です。 

 逆巻き工法が容易にできます。 

 部品が最大 15KG 程度と軽く人力作業で簡単に組

み立てが可能です。 

 コストや工程が短縮できます。 

（コスト約 16％・工事期間約 33％） 

 緑化で部材が完全に隠れます。（環境対策） 

 補強土留壁等の仮設土留での利用が可能です。 

 部材が鋼製、法面の変状計測が容易にできます。 

 補強効果 
 プレストネット工法は様々な部品を組み合わせた補

強土工法です。 

 個々の補強効果はロックボルトの頭部連結等を行

います。 

 ロックボルト単独に比べてせん断変位 5mm で約

60％、２０mm で約 40％の補強効果が認められま

す。 

 

（大阪大学大学院工学研究所・松井 保 名誉教授） 
 

 先行荷重 

 ロックボルトに受圧板を取り付け、サラバネを介して

地山に先行荷重として N＝10～30ｋN の引張力を

与え、引張力をロックボルトの定着部に直接作用さ

せ、表層部分の土のせん断抵抗力を増加させま

す。  

 ロックボルト間をネット状に連結した鋼棒にターンバ

ックルで引張力を与えることで、ロックボルト群全体

を拘束し、地山全体の一体化を可能にします。 
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プレストネットタイプ I+落石防止網施工事例 
1.施工前 

3.ロックボルトの打設工 

4.プラスチック落石防止網、受圧板の設置 5.鋼棒、鋼棒取付板の設置 

6.先行荷重の導入 

7.プレストネット工の完成 8.緑化基盤材の施工 

10.緑化状況 

 
2.ロックボルトの配置 

吹
付
完
了 

9. 

 

 

 

 

 

 

人力によるプ

ラスチック落石

防止網張り。 

ロックボルト位置出し。 

（ロックボルトの配置間

隔は 1.5～2.0ｍ。） 

環境対策 

着色の実例。 

崩壊を未然に防止するため、ロッ

クボルトの先行荷重を最大 30ｋN

導入する。トルクレンチにより先

行荷重導入。 

受圧板、プラス

チック落石防

止網設置完

了。受圧板は

仮止めを行う。 

先行荷重導入後鋼棒

にターンバックルでわ

ずかなテンションを付

加しロックボルト間に

緊張を与える。 

鋼製の軽量部品化して

あるため、現地組み立て

が可能。従来の吹付法

枠に比べ、施工効率が

良く、作業環境が良い。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレストネット工法協会 

事務局 株式会社 相建エンジニアリング 
〒553-0003   

大阪市福島区福島 5 丁目 16 番 15 号 4Ｃ号室  

福島宮脇ビル 

TEL：06-6455-8711    FAX：06-6455-8661 

E-MAIL：info@souken-e.co.jp 

 

4.大阪府高槻市 

林道際面ヶ谷線災害復旧工事 

9.北海道礼文島（国立公園内） 

元地浜中災害関連緊急工事 

7.台湾新竹県 

台湾新幹線線路斜面対策工事 
8.沖縄県読谷村 

比謝牧原線地すべり防止対策工事 

5.大阪府泉南市 

泉佐野岩出線道路防災工事 

6.神奈川県横須賀市 

光龍寺既存石積補強対策工事 

3.奈良県国道 169 号 

和佐又トンネル坑口法面対策工事   

2.奈良県十津川村 

大畑瀞渓流保全工事  

1.鳥取県三朝町 

穴鴨２地区急傾斜地崩壊対策工事  

 

他の施工実績はホームページに記載しております。 

www.souken-e.co.jp 


